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 監査の結果に対する措置事項の公表

 

地方自治法第１９９条第１４項の規定により、廿日市市長から定期監査の結果

に基づき措置を講じた旨の通知があったので、当該通知に係る事項を別紙のとお

 り公表する。

 

 

 　　　　　　　　

 １　監査結果公表年月日

 　　令和８年６月８日

 

 ２　監査結果に対する措置事項の通知年月日

 　　令和８年７月１５日及び７月３１日

 

 ３　監査の結果（指摘事項等）及び措置の内容

 　　別紙のとおり

 

 

 

 



 

令和８年度定期監査の結果に基づく措置状況の報告について 

 

令和８年７月１５日 

 

１　佐伯支所　環境産業係 

 【改善を求める事項】公文書の適正な管理について

 監査の結果 措置内容

 　環境産業係の所掌業務に関する紙

文書について、異なる業務に関する

文書が混在してファイルに綴られて

いるなど整理が不十分であり、担当

者以外の職員が必要な文書を特定す

ることが困難な状態であった。 

廿日市市文書事務取扱規程では、

文書事務の取扱いは、正確、迅速、

丁寧に行い、もって事務能率の向上

に努めなければならず、また、完結

した文書は、簿冊管理簿に基づいて

整理しなければならないと規定され

ている。 

公文書の管理は、本市の行政を適

切かつ効率的に運営し、市民への説

明責任を全うするための重要な事務

である。公文書の公開等の制度によ

り開示の請求があった場合には、そ

れに対応する公文書が速やかに特定

できる状態に整理されている必要が

あり、また、担当者だけではなく他

の職員も活用し円滑に業務を進める

ことができるよう作成、整理、保存

されている必要がある。 

不適切な公文書の管理は、行政運

営に対する信頼をも損ないかねな

い。職員一人ひとりが公文書の適正

ご指摘のとおり一部の関係書類の 

ファイリングが十分に整理されてお

らず、円滑に関係書類の確認を行う

ことができない状況であった。 

今後は担当職員以外が公文書を円 

滑に活用ができるよう、廿日市市文 

書事務取扱規定を再度確認し、文書 

管理に努めることとし、定期的に担 

当者以外の職員が書類の整理状況の 

確認を行うなど、必要に応じて適切 

な対応をとることで、同規定を遵守 

し、組織として統一したルールに基 

づいた管理を図っていく。

（別紙）



 

 な管理の意義について十分に理解す

るとともに、組織として統一された

ルールに基づいた管理を徹底するよ

う要請する。



 

令和８年度定期監査の結果に基づく措置状況の報告について 

 

令和８年７月３１日 

 

２　佐伯支所　建設維持係 

 【改善を求める事項】工事の分割発注について

 監査の結果 措置内容

 　競争入札によらず、随意契約とす

るため、廿日市市契約規則に規定す

る額を超えないように分割発注して

いると捉えられかねない事例があっ

た。 

本件は、同じ施工場所の道路路肩

補修とガードレ－ル施工で、当初は

１件の工事として競争入札に付す予

定であったが、路肩補修を急きょ優

先して行う必要が生じ、競争入札に

付す時間が確保できなかったため、

先に少額随意契約し、その後ガード

レール施工を少額随意契約で別発注

したものである。 

同じ施工場所で工期も重なってお

り、見積指名事業者も同じ２者であ

ることを考えると、経費削減、事務

軽減の観点から一括発注し、競争入

札によるべきであったのではないか

と思われる。 

地方公共団体の契約は、地方自治

法に規定するとおり競争入札が原則

であり、競争入札を避けるための分

割発注は不適切であることから、発

注の時期や施工場所などを検討した

上で、適切な発注単位や契約手法を

選択し、疑念を抱かれることのない

今後、工事発注の際には、施工現 

場の状況や施工時期を十分調査した 

上、適切な発注単位や契約手法を選 

択し、適正に契約事務の執行を行い 

ます。

（別紙）



 

 よう適正な契約事務の執行に努めら

れたい。


